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１１．With気候変動の時代

・気象のビジネスインパクトは、過去の経験が当てはまらない状況。
「今まで通りの夏・冬」は存在しない。

需要予測
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１１．With気候変動の時代
■激動の2020年代に「未来」を考える:Driving

来期の予算立案、販売計画、製造量決定、中期経営計画・・・

＜理想＞

過去の経験だけに頼る事は、バックミラーを見て運転するようなもの。

危険

「バックミラーを見ながら運転するように世界を見て、
私たちの過去の経験から構築された直感に基づいて意思決定を行ったとすれば、
間違えてしまう可能性がかなり高い。」

（マッキンゼーが予測する未来・ダイヤモンド社・2017）

需要予測
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過去データを分析した上で
気象データと組み合わせて

客観的・科学的に未来を「予測」

「未来予測」がますます重要な時代に!

過去の経験や営業目標から
主観的に未来を「予想」

１１．With気候変動の時代

「コロナによる社会変革で、”過去のデータだけを見ていても駄目“
という価値観の変化が重なり、気象データ導入を後押し」

（2020年新規契約企業様より）

需要予測



55

Ⓒ 2020, Japan Weather Association. （無断転用禁止）

１２．気象データの必要性
■気温による人々の購買行動の変化

＜気温傾向は毎年変化＞

2018年

1月 7月

やや低温

平年並み

暖冬

猛暑

やや低温

やや低温

2019年

2020年

需要予測

※グラフは気象庁のデータを元に作成
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・7月冷夏 ⇒ 8月猛暑
⾧引く梅雨から、急に真夏へ。暑さ追い込み型の夏だった。

2020年7月・8月における売上前年比と
その気象効果分・外出自粛影響分の要因分解

HPにて詳細レポート掲載中!
https://ecologi-jwa.jp/news/trend-

forecast/20200925/

(株)インテージ約260品目データから
気象協会独自手法にて分析

外出自粛のほか、気温が売上に影響した商材も。

■2020年夏の振り返り

１２．気象データの必要性 需要予測
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■気象データを使わないリスク

天候の変化 × 気温の変化 = 購買行動の変化
※毎年ズレが生じる

生産
欠品・過剰在庫

マーケティング
広告・PRの無駄打ち

営業
根拠の弱い提案

物流
トラック手配が困難

１２．気象データの必要性 需要予測
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■どんな気象データが利用できるか
気温は、最大6か月の予測が可能。
日本気象協会では、ご要望・目的に合わせて、
様々な形式で、気象情報の提供を行う事ができる。

＜短期:14日先（日別）＞ ＜⾧期:6か月先（月別）＞

その他、250mメッシュ降水量、日射量など。

１２．気象データの必要性 需要予測
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■気象庁の季節予報
定性的かつ3か月先までの情報

※気象庁ホームページより

確率表現や比較対象（平年差）のみ。
平年:1981年～2010年

客観的な意思決定・合意形成が困難
　主観的な「予想」依存につながる。

１２．気象データの必要性 需要予測
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■日本気象協会の⾧期予報
定量的かつ6か月先までの予報を提供可能

前年差や過去10年平均差等で比較可能

根拠に基づく客観的な未来の意思決定・合意形成が可能
※需要予測の換算には別の計算が必要

１２．気象データの必要性 需要予測
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１３．日本気象協会の取組事例 需要予測

「eco×ロジプロジェクト」
ホームページ

https://ecologi-jwa.jp/

平成28年度 省エネ大賞受賞
・経済産業大臣賞（ビジネスモデル分野）
・需要予測の精度向上・共有化による、

省エネ物流プロジェクトにて。

■気象データ活用事例
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■⾧期予測:日用品メーカー様（出荷量調整）

需要予測

＜市場予測＞

Sample

厳冬翌年の需要減を予測

＜課題＞
・前年越え前提の納品計画により、
暖冬後は大量の返品が発生
⇒需要予測の高度化が必要

＜対策＞
・カイロ市場予測式の構築・運用

⇒需要減を予測（前年比2割減）

・需要予測に応じた、
段階的納品の仕組みを構築

＜効果＞
・返品数の削減

１３．日本気象協会の取組事例
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■短期予測:お菓子メーカー様（在庫配分）

需要予測

＜出荷量予測＞

Sample

気温の傾向に応じた
適正な出荷量を予測

＜課題＞
・過去売上による計画により、
拠点在庫数が非効率になっていた
（在庫過多・品薄による横持ち）
⇒拠点別需要予測の高度化が必要

＜対策＞
・inゼリー出荷量予測式の構築・運用
・毎週の精度検証と改善
・在庫の週別エリア誤差15％程度に

＜効果＞
・拠点別在庫回転率の向上
・猛暑や冷夏でも安定運用が可能に

・データの客観性による、
担当者の負担減、合意形成の迅速化

１３．日本気象協会の取組事例

ゼリー飲料
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■実証実験:流通パッケージソフト開発・販売会社様
・自動発注システムと台風情報の連携

2020年9月7日（月）に、九州・四国地方へ接近した台風10号に対して、
接近前後における需要変化を予測する実証実験を実施。

需要予測

＜課題＞
・買い溜めによる欠品が発生（食品スーパー・台風接近時）

⇒早期のリスク把握と在庫調整が必要

＜対策＞ 台風情報を元に、需要変化を計算
＜効果＞欠品回避（食パンの需要1.7倍増に対応できた）

JWAプレスリリース
https://www.jwa.or.jp/
news/2020/10/11202/

１３．日本気象協会の取組事例



65

Ⓒ 2020, Japan Weather Association. （無断転用禁止）

■実証実験:ディスカウントストア様
・体感気温指数を使った店内販促の実証

需要予測

＜課題（目的）＞
・気温変化による「売りドキ」を把握し、効果的な店内販促を行う。
＜対策＞
・暖かい時期は、炒め物用野菜の需要が伸びる事を事前に解析
・暖かい日に売りドキになる青果カテゴリーに対して、
インストアプロモーション（音声）を実施

＜効果＞売上最大６３％ＵＰ!

JWAプレスリリース
https://www.jwa.or.jp/
news/2019/07/4865/

青果カテゴリ売上伸び率（曜日平均比）

１３．日本気象協会の取組事例
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②気象データ
企業ノウハウ①気象データ利用 ③解析・予測

モデルの作成

②’日本気象協会
の分析支援

＜①気象データ活用＞
・気象情報をそのまま商談で利用する。

＜①気象データ活用×②企業ノウハウ＞
・気象要因を既存システムに組み込み、

分析精度を上げる。

JWA気象情報 既存システム＋

需要予測

■気象データ活用パターン

１３．日本気象協会の取組事例
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＜①気象データ活用×②dJWA分析支援＞
・販売の気温トリガーを利用して、立上がり時期・終売時期を把握する。

＜①気象データ活用×③JWAモデル構築＞
・過去の気温と売上データから需要予測モデルを構築し、定量的に販売傾向を把握する。

需要予測１３．日本気象協会の取組事例
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気象データは未来予測の道標に

「担当者の予想」から「客観的・科学的な未来予測」へ
気象データの活用が不可欠

需要予測
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11．With気候変動の時代
12．気象データの必要性
13．日本気象協会の取組事例

14．去年の振り返り
15．今年の冬の見通し
16．冬商材の売上見通し
17．おわりに

目次 今年の冬

１．気候変動
２．熱中症の発生傾向
３．熱中症の予防と対策
４．熱中症警戒アラート

５．頻発化・激甚化する豪雨災害
６．ゲリラ豪雨による影響
７．記録的短時間大雨情報
８．身近な危険予知
９．防災気象情報
10．災害リスク



70

Ⓒ 2020, Japan Weather Association. （無断転用禁止）

１４．去年の振り返り
■2019年12月～2020年2月:暖冬

※気象庁ホームページより

今年の冬
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１５．今年の冬の見通し
■2020年は3年ぶりにラニーニャ現象が発生

ラニーニャ現象発生時の冬は寒くなる傾向がある。

2017/2018年冬は
ラニーニャ現象が発生し厳冬に

2018年2月福井市で147センチの積雪
（昭和56年豪雪以来の大雪）

※気象庁ホームページより

今年の冬
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１５．今年の冬の見通し
■気象庁の寒候期予報

※気象庁ホームページより

気象庁予報の特徴② 確率予報
東日本・西日本

平年より低:平年並:平年より高
３０％:４０％:３０％

気象庁予報の特徴①
平年との比較

（1981～2010年の平均）

今年の冬
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１５．今年の冬の見通し
■日本気象協会の⾧期予報

気温は10年平均よりやや高く、2017/2018年ほど極端な寒冬にはならない見通し。

極端な暖冬だった去年と比較すると気温が低く、寒波の到来もありそう。

今年の冬
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１５．今年の冬の見通し
■ラニーニャ現象発生年の冬の傾向

・近年は、地球温暖化や都市化の影響で、ラニーニャ現象が発生しても、
極端な厳冬は現れづらくなっている。

JWA
今冬予想

今年の冬は・・・
ラニーニャ現象の影響で、暖冬にはなりにくい。

去年、一昨年と暖冬が続いたため、より寒く感じる冬になりそう。

※グラフは気象庁のデータを元に作成

今年の冬
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１６．冬商材の売上見通し
■冬商材は去年からの反動に注意

去年と比較して、冬商材は売り上げが伸びる予想

今年の冬
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１７．おわりに

■防災においては・・・
・情報を知る事、身近なツールで確認手段を持つ事が大切。
・災害に向き合う姿勢は、「プロアクティブの原則」が望ましい。

プロアクティブの原則

１ 疑わしいときは、行動せよ。
２ 最悪の事態を想定して、行動せよ。
３ 空振は許されるが、見逃しは許されない。

■ビジネスにおいては・・・
・気象データを活用し、「客観的・科学的な未来予測」へ!
・気象の専門会社に頼って、より専門的な情報の活用を!


